
 

 
 

第４回「WICI ジャパン統合報告優良企業」審査結果について 
 

 別添の審査方法と手順により第 4 回「WICI ジャパン統合報告優良企業」の審査を重ねてきた結果、以下

の各社を第４回審査の表彰企業とすることに決定しましたので、ここに公表いたします。 
 

WICI ジャパン統合報告優秀企業賞：（順不同） 
日本精工株式会社 
MS&AD ｲﾝｼｭｱﾗﾝｽｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社 
伊藤忠商事株式会社 
オムロン株式会社 

 
WICI ジャパン統合報告奨励企業賞： 

日立化成株式会社 
 

なお、WICI ジャパン統合報告大賞は該当なしとなりました。 
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 なお、以下に審査講評を記し、審査方法と手順については別添します。 

 

                               記 
WICI ジャパン統合報告優秀企業賞の講評 

①  日本精工株式会社（初受賞）： 
  最終審査において一番高い評価を得た。価値創造プロセスをわかりやすく説明しており、統合報告として記

載が必要な内容要素を広くカバーしている。100 周年という節目において、長期視点で会社の変化や将来が

ダイナミックに予想できる内容と評価できる。また CSR 関連情報もできる限り織り込んでいこうという努力がみ

られる。ただし、読み物としてのエッジが足りないという指摘やマテリアリティと簡潔性に問題があるという指摘

もあった。 



 
②  MS&AD ｲﾝｼｭｱﾗﾝｽｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社（2 回連続） 

  昨年に引き続き２回目の受賞となった。財務と非財務のコネクティビティを重視しており、ESG を本業と関連

付けて上手に解説している。またトップメッセージの評価も高く、戦略と経営目標との関連が明確である。もっ

とも長期の成長戦略の具体的な内容とかライバル企業との差別化といった点はやや見えにくいという指摘が

あり、またグループ全体の目標と傘下の主要企業との戦略の関連性が捉えにくいという指摘もあった。 
 
 ③ 伊藤忠商事株式会社（4 回連続） 
  昨年同様に審査委員から高い評価を得て初の大賞候補として推す声もあった。しかし総合商社の統合報告

書としてなお改善が求められるところもあり、大賞には至らないという結論になった。社長メッセージが統合報

告全体をカバーするよう構成されており、各論部分への参照を示すなどの工夫が凝らされている。他の総合

商社との相違を適確に表現することで、同社の独自性と競争力の源泉の説明も説得力がある。他方、ESG 情

報の記載が不十分であり、資源や中国事業に関連した CSR 課題への言及が欠けており、また会社全体の価

値創造を支える事業部門別の将来を見通すに欠かせない価値創造展開図の展開などの工夫が欲しいという

意見があった。 
 

④  オムロン株式会社（4 回連続） 
  統合報告書としての完成度は高く 4 回連続の受賞となったが、過去 3 回に比べて相対的な評価は若干下が

っている。改善を重ねてきた統合報告の経験を活かしつつ、CTO メッセージやアシュアランス等、新たに挑戦

する姿勢は高く評価できる。しかし、トップメッセージが受賞企業に比べて弱く、長期的視野に立った説明に

説得力に欠ける印象が拭えない。また、SINIC 理論を改めて大きく取り上げ同社の将来と社会責任のあり方

の説明に繋げようとする意図は汲みとれるが、その具体的展開が十分に説明できていないこと、さらに同社の

将来の姿を財務的に支える説明となっていた ROIC ツリーを省いたことにもやや批判的な声が上がった。メー

カーとしての CSR 関連情報の量や統合化も不足しているとの指摘もあった。 
 
WICI ジャパン統合報告奨励企業賞の講評 
  今回から設定された WICI ジャパン統合報告奨励企業賞は、日立化成が受賞対象となった。選考理由は、

CSR を基軸に財務データと関連付けて統合報告書としてまとめる努力をしていることが評価されたためであ

る。 
日立化成は、従来のアニュアルレポートからではなく、CSR 報告書から優秀企業 4 社に準ずるレベルの統

合報告への転換を図ろうとした点が審査委員の注目を集めた。過去にこのような挑戦をした企業は少なくない

が、そのほとんどが、財務情報や会社全体の戦略情報の不足による失敗、若しくは単なるコンバインドレポー

トに終わってしまっている。しかし、日立化成は 21～28 頁に見られるように CSR 課題（マテリアリティ）の抽出

から会社全体の長期戦略、中期経営計画へとストーリーを展開しようと努力しており、また財務面の情報もで

きるかぎり取り入れて証券市場関係者に対して CSR 情報を関連付けて理解してもらおうと腐心した跡が見受

けられる。 
   
                                                                                   以上 


